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当院は、一般急性期と回復期リハビリ合わせて

201床の地域医療支援病院である© 岩国市医療センター医師会病院2



背 景

・当院での院内急変症例の頻度は、月１～２回

程度（院内心肺停止症例）であり、職員の急変

に対する関心は低く、蘇生現場の対処に

不慣れな者が多かった。

・平成２０年より麻酔科医と手術室スタッフが

中心となりＢＬＳの院内教育を行ってきたが、

新たな問題点が浮かび上がった。
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生じた問題点

①ＢＬＳインストラクター数が少なく、十分な講習時間を確保できない

②ＢＬＳの関心度に職員の中で温度差があり、蘇生現場の対応に

部署間で差が生じる

③院内広報が不十分で、職員の認知度が低い

一部署の活動では限界があり、病院全体として取り組む必要がある

急変時対応委員会の発足
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急変時対応委員会

メンバーは、医師３名（麻酔科・外科・循環器内科）、

看護師５名（手術室・外科・整形外科・内科・

リハビリテーション科）、薬剤師２名、事務１名、

安全管理委員１名の計１２名で構成された。

急変時対応の現状と問題点を挙げ、目標を定めた。
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現状と問題点

①職員教育

• 院内急変症例はどこで生じても、誰が遭遇しても

質の高いBLSを行わなければならないが、現状は

部署間、職員間で対処に差がある

②急変時体制

• 急変時の役割分担が明確でなく、

現場が雑然としている

• 夜間は人員不足で質の高いBLSが行えない

• 救急コール（CPRコール）が活用できていない
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職員教育

・全職員対象（医師、看護師、コメディカル、

事務を含む）に月２回、９０分間の定期講習会を

蘇生用マネキンを用いて開催

・指導は、AHA-BLSインストラクター及び

プロバイダー資格を有する職員が行う

・各部署、各職員が遭遇するシナリオを用い、

講習の最後にスキルテストでフィードバックを

行う
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講習会の様子
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急変時体制の見直し

役割を明確にしたマニュアル及び心肺蘇生

関連のマニュアルを作成し、職員に徹底する
患者さん急変時ＣＰＲ法の流れ

発見者　Ns　１

意識の確認

応援を呼ぶ

AED・救急カート要請

Call対応　Ns　２

Call対応　Ns　３

CPRCall
ＦａへＴＥＬ

ＢＬＳ

応援が来たら

ＡＥＤ装着　必要時ショック

応援が来たら

リーダー

カルテ準備
入院・外来

Ｎ-Ｃが無い又はＮ-Ｃに
反応が無い場合他患や
クラークさん側にいる人に

援助を求める

昼間のＣＰＲＣａｌｌは総務課へ（1515）
夜間は救急センター受付へ（1115）
当直Ｄｒ主治医へＣａｌｌ

他患のＮ-Ｃ対応
Ｆａへの対応

救急カート・ＡＥＤを
持っていく

応援が来たら

タイムキーパー
記録係

CPRCallを聞きつけて
事務よりＣＰＲＣａｌｌを受けて

Ｎｓ　４ Ｎｓ　５ Ｎｓ　６

ＢＬＳを行う（胸骨圧迫・バックマスク）
ルート確保・採血（準備施行まで）

タイムキーパー・記録係
挿管介助

連絡係（各検査）

※CPRCallを受けたら
【夜間】リーダーより指示を受けたNs
【日中】各階師長または師長より指名を受けたNs
　　　　放射線技師・臨床検査技師・薬剤師・事務職員ＢＬＳ

3人目のNsにCall
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急変時体制の見直し（マニュアル）
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夜間は全館コール（CPRコール）が出来ないため、

他部署が急変を知らず、応援に駆けつけることが

出来なかった。

夜間事務当直が各部署に急変を知らせて応援を

要請することでマンパワーの確保が可能となった。

急変時体制の見直し
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急変時体制の見直し
講習会でCPRコールの重要性を強調し、各部署の

受話器に急変時の直接連絡先を明示した。
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まとめ

• 一部署の活動では、負担も大きくBLSの浸透は

困難であったが、医療安全管理室の下、

病院全体として取り組むことで、BLSの重要性を

職員が認識するようになった。

• 院内講習会の職員評価は概ね良好で、

急変時対応に興味を持ち、スキルアップの為

AHA-ACLSコースを受講するスタッフが増えた。

更なる専門性を生かした技術を取得することで

救命率向上を目指している。
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今後の課題

• BLSに対して関心の低い職員を巻き込んで

活動を継続していくこと

• 継続して講習会を開催し、BLSに対する関心と

スキル・知識の維持に努めること

• インストラクターを育成し、各部署で講習会

以外の勉強会の場を設けること

• 急変症例を全職員が共有し、フィードバック

できるシステムを構築すること © 岩国市医療センター医師会病院 14
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